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１．はじめに 

 飽和交通流率（以下，「SFR」という）の基本値は，1

列の車列から乗用車が流れる青１時間あたりの通過台

数である．この値は 1984 年に発刊された「平面交差の

計画と設計－基礎編－」1)で示され，以降もこの値が用

いられている．これに対して，青山ら 2)は，既存研究で

観測された SFR の値を整理し，1985 年頃までは基本値

に近い値が得られていたが，その後は減少しているこ

とを指摘している．しかし，これらの値は同一地点で

観測されたものではなく不確定要素が含まれている． 

そこで本研究では，過去の調査地点と同地点におけ

る直進車線及び右左折専用車線の SFR を観測し，その

変動を明らかにする．さらに，この変動要因として SFR

を構成する占有時間と車間時間に着目し，これらがど

う介在しているのか考察することを目的とする． 

２．SFRの調査概要 

 SFR の基本値の変動を確認するため，過去に実観測

が行われている地点例えば 3)の中から，東京都内 5 交差点

9 流入部を選定し調査を実施した（図―１参照）． 

ただし，右左折専用車線の調査地点は限られている

ため，東京都内 3 交差点 7 流入部を追加した．調査は

2018 年 4月から 10月の平日にビデオカメラを用いて停

止線付近を通過する車尾もしくは車頭時間を取得した． 

その際に車間時間と占有時間も取得した．なお，青開 
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図－１ SFRの調査地点 

始時に滞留していた 4 台目以降の車両を対象とし，車

尾・車頭時間が 5 秒以上となった場合や大型車が通過

した場合は，それ以降のデータは使用していない． 

３．SFR基本値の変動 

３．１ 直進車線の SFR 

図－2は，既往研究で観測されたSFR（1970年～2002

年）と同一地点で観測した本研究での値を示している．

これによれば，今回観測した地点全てで SFR が減少し

ていることがわかる．また，過去の観測では多くの地

点で概ね 2,000 pcu /青１時間のSFRが実現していたが，

今回観測された値は最大でも 1,827pcu /青１時間（馬場

先門・下り・第４車線）であり，15～20%減少した地

点も少なくない．このことから， SFR は過去と比べて

確実に減少していることが明らかになった． 

３．２ 右左折専用車線の SFR 

右左折専用車線で観測された SFR を図－3 に示す． 
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図－２ 直進車線における SFRの比較 
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図－３ 右左折 SFRの調査結果 
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過去の調査地点は多くないが，直進車線と同様に現

在の SFR は減少している．また，過去の観測値がない

地点においても同程度の値が観測され，右左折専用車

線とも基本値である 1,800pcu /青 1 時間を下回っている． 

さらに，右折と左折の専用車線で観測された SFR を比

較すると，右折と比べて左折の方が総じて低い値が観

測されている．これは，左折の方が転向角度・半径が

厳しいためであると推察される． 

４．占有時間と車間時間の分析 

４．１ 車尾時間と占有時間・車間時間の関係 

占有時間と車間時間のどちらか，もしくは両方が長

くなることで SFR は減少する．前述の SFR の過去から

の減少にあたり，これらがどう介在しているのか確認

するため図－４，図－５を作成した．この図は，札の

辻交差点の直進車線を例示的に示したものである． 

図－４は車尾時間と占有時間の関係である．これに

よれば，大きな車尾時間を取っている場合でも占有時

間は長いものもあれば短いものもあり相関性がみられ

ない．これに対し，図－５をみると車尾時間と車間時

間は比例関係にあることがわかる．つまり，車尾時間

の増加，すなわち SFR の減少は，過去に比べて車間時

間が増加し，このことが要因であると推察される．な

お，この傾向は他の交差点でも同様である． 
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図－４ 車尾時間と占有時間（札の辻交差点直進） 
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図－５ 車尾時間と車間時間（札の辻交差点直進） 

４．２ 車両サイズの変化と SFR 

図－４に示した占有時間は車長を表すものであり， 

SFR との関係を考える際にはこの変化ついても捉えて

おく必要がある．しかし，統計資料では保有車両を車

長分布や平均車長で表したデータは存在しない．そこ

で，本研究では，新車販売台数上位 10 位 4)の公表の車

長と販売台数の加重平均により平均車長を計算し，そ

の推移を図－６に示した．これによれば，車長はこの

30 年間で 10～20cm 程度減少していることがわかる．

また，図－７は乗用車の車型別の保有率の推移を示し

ているが 5)，全体として大型・中型乗用車が減少し，軽

乗用車の割合が増加している．以上より，近年の傾向

としてわが国の乗用車は小型化していることが推察さ

れ，SFRが減少していることと相反する結果となった． 

さらに，各調査地点で観測された車尾時間並びに占

有時間と車長との関係から計算すると，平均車長が±

10cm 変化しても SFR は 7～10 台/青 1 時間程度（0.4～

0.6％）の変化に過ぎない結果が得られた．これらのこ

とから，SFR の減少において車長（占有時間）はさほ

ど影響していないことが確認された． 
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図－６ 車長の経年的変動 
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図－７ 分類番号別保有台数の経年的変動 

５．まとめ 

本研究で観測した SFR を同地点における過去の値と

比較したところ，いずれの地点でも大きく減少してい

ることが確認された．この結果は基本値の見直しを動

機付けるものである．また，占有時間と車間時間の分

析から，SFR の減少要因は車間時間の増加にあること

が明らかとなった．なお，SFR は地域によって異なる

ことも考えられるため，今後は他の地域にも調査を拡

充する必要がある． 
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